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純銅の結晶構造（面心立方構造，$%%）&

すべり系&
'((()*((+,

第２０章　銅合金&

不純物は%-の電気抵抗，熱伝導を低下させる。

固溶元素ほど&
顕著

代表的な%-合金（展伸用，鋳造用）&

黄銅型：Cu-Zn合金

7:3黄銅(α): Cu-30%Zn
65：35黄銅(α) : Cu-35%Zn
6:4黄銅(α+β’) : Cu-40%Zn
特殊黄銅（Zn代替）

青銅型：Cu-Sn合金

α: Cu固溶体（FCC）
β: Cu固溶体（BCC）
β’: 規則格子化合物（BCC）



%-./0状態図（黄銅系） /0量401までは強度が上昇する＝固溶強化

β’

高温域で延性低下＝中間温度脆性

不純物2の&
粒界脆化&

7：3

6：4

65：35



特殊黄銅（Zn代替→Sn, Mn, Al, Pb, Si, Ni）

（例）　(1の34添加561の/0添加

高亜鉛%-合金の問題点&

○脱亜鉛腐食：　/0が蒸発（/0蒸気圧高い）&

○応力腐食割れ（置割れ）：　引張残留応力7水素　&

対策：ひずみ取り焼き鈍し

%-.20状態図（青銅系）
10％までの20添加：強度を上昇

高20合金は延性&
が低いので，鋳物&
用途が多い。



青銅では&
脱酸作用をもつ元素&
（8など）が添加される。&

（理由）&
20自体が脱酸作用を&
持たないため。&

※&
/0は強い脱酸作用&
をもつ。

8添加青銅：リン青銅
アルミニウム青銅&
%-.(+134合金

ベリリウム銅&
%-.91:;合金

耐食合金 時効硬化型合金


